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通し番号 記事見出し 備考 学校 企業 医療 官公庁 軍 船舶 地域 その他 海外 予防策

1 大正7年 (1918) 10月17日 流行性寒冒は全町を襲ふ◇少年に感染猛烈
小田原中学校寄宿舎、町内一

帯、小学校
〇 ○

2 大正7年 (1918) 10月20日 下郡の悪性寒冒◇罹病者人口の三割強

小田原中学校、小学校、高等女

学校、会社・工業、小田原町内

の一般患者

〇 〇 ○

3 大正7年 (1918) 10月24日

流行性感冒猖獗の為　宮谷小学、休校す／患

者三百余名続出し　数日来授業が出来ず＝死

亡者三名ありと＝

青山師範学校（東京）、横浜市

内県立高等女学校、神奈川宮谷

小学校

〇

4 大正7年 (1918) 10月24日 サイベリヤ丸の感冒患者＝数十名に及ぶ＝
サンフランシスコから帰港中の

東洋汽船サイベリヤ丸
〇

5 大正7年 (1918) 10月25日

恐怖すべき悪性感冒／世界の死亡者＝日々数

千人を算ふ＝南米は一日数千名／孟買（ボン

ベイ）亦七百死亡す

ボンベイ、南アフリカ連邦、シ

ンガポール、カナダの状況
〇

6 大正7年 (1918) 10月25日 演習中罹病◇一校生徒の流行寒冒
小田原町付近での発火演習から

帰京後
○

7 大正7年 (1918) 10月25日 大磯地方の悪性感冒流行＝遊郭の全滅＝ 〇

8 大正7年 (1918) 10月26日

今度の悪性感冒は到底防ぎ切れぬ＝最も有効

な予防法は＝鼻口を塞いで鹽剥（エンポツ）

の含嗽

（エンポツ＝塩素酸カリウムの

俗称）
〇

9 大正7年 (1918) 10月26日
静洋丸紐育に立往生／悪性感冒乗組員の全部

を臥床せしむ

第一提供船東洋汽船会社の静洋

丸
○

10 大正7年 (1918) 10月27日 流行感冒と小供の健康＝日光浴と食塩含嗽＝ ○

11 大正7年 (1918) 10月27日
悪性感冒　軍港に侵入＝海陸軍にも罹病者多

し＝

横須賀、各官衙・工廠・小学

校、鎮守府・重砲兵連隊等
〇 〇 〇 ○

12 大正7年 (1918) 10月27日 戸塚の感冒流行◇児童に罹者多し 戸塚地方の小学校 〇

13 大正7年 (1918) 10月27日 程ヶ谷の悪性感冒◇医師の不眠不休 程ヶ谷町の小学校 〇

14 大正7年 (1918) 10月28日
風の神遂に大学病院◇の寄宿寮を襲ひ◇看護

婦相継で倒る

東京帝国大学医科大学病院の看

護婦の寄宿舎寮
〇

15 大正7年 (1918) 10月30日
四万人の小学生中　五千人は風引／元街小学

は二割の欠席／此の上甚くなれば休校

横浜市内各小学校27校の患者数

調査結果。横浜市が10/29付で

通牒「生徒児童に対する注意、

消毒に関する注意」配布

〇

16 大正7年 (1918) 10月30日
一家より毎日死人を出す／気の毒至極なる県

庁の守衛
県庁小使兼守衛の妻子四人死亡 〇

17 大正7年 (1918) 10月30日 感冒益々熾烈◇学校罹病者三千 横須賀市庁舎、学童 〇 〇

18 大正7年 (1918) 10月30日
逗子校の悪性感冒◇児童三百名の罹病◇一部

授業廃止か
逗子町内の小学校 〇

19 大正7年 (1918) 10月30日 感冒秦野を襲ふ◇児童の罹病百七十名 秦野町村の小学校、各商店 〇

20 大正7年 (1918) 10月30日
感冒猛威を逞ふす◇列車運転は補充◇肺炎併

発で死亡

上郡内、大久保郡、松田町の学

校、山北駅機関庫、藤沢村
〇 〇

21 大正7年 (1918) 10月31日
東京帝大医科に　感冒の研究始る／緒方博士

を主任に／緒方、志賀二学士

東京帝国大学医科大学衛生学教

室
〇

22 大正7年 (1918) 10月31日 製糸所休業か◇女工過来感冒に罹る
高座郡藤沢町本県製糸同業組合

立模範工女養成所
〇

23 大正7年 (1918) 10月31日 流行感冒　川崎小学を襲ふ◇五年の級長逝く 尋常高等川崎小学校 〇

24 大正7年 (1918) 10月31日 運動会で卒倒◇感冒に罹って児童 二俣川小学校での連合運動会で 〇

25 大正7年 (1918) 10月31日
湘南感冒猖獗◇相紡に罹病多く◇朝鮮女工死

亡す

中郡の会社、小学校等。平塚町

海岸相模紡績会社
〇 〇

26 大正7年 (1918) 10月31日 大磯の感冒流行◇全家族に伝染する 大磯地方 ○

27 大正7年 (1918) 10月31日
電鉄の流行感冒◇貨物輸送中止で◇大渋滞を

来した

小田原電鉄会社の車掌・運転手

等
〇

28 大正7年 (1918) 11月3日
感冒益々猖獗　各校愈々休校＝患者二千五百

＝

横須賀市の八小学校中、逸見小

学校ほかが休校、高等女学校
〇

29 大正7年 (1918) 11月6日
島村抱月氏逝く／流行の感冒から急性肺炎／

須磨子は舞台稽古の留守
〇

30 大正7年 (1918) 11月6日 逗子開成中学休校／流行感冒の為 逗子町私立開成中学校 〇

31 大正7年 (1918) 11月6日 半島感冒猖獗◇逗子校遂に休校 三浦半島、逗子小学校 〇

32 大正7年 (1918) 11月6日 感冒と死亡率◇軍港の大恐慌◇死亡率は三倍 横須賀市の小学校 〇

記事掲載年月日
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33 大正7年 (1918) 11月7日
風邪の本性◇インフルエンザ菌に原因すと決

定／北里研究所発表

1892年パイフオルRichard F. J.

Pfeiffer氏発見のインフルエンザ

菌（その後、この菌は無関係

で、ウイルスが原因と判明）

〇

34 大正7年 (1918) 11月7日
愈々猖獗の悪性感冒＝市内全校休校＝◇通信

機関障碍

横須賀郵便局、横須賀市内の小

学校罹病者の割合統計
〇 〇

35 大正7年 (1918) 11月7日 豊田校休校◇職員の感冒から 中郡豊田小学校 ○

36 大正7年 (1918) 11月7日 感冒で親子の保護
松田町の木賃宿に行商中の玩具

商一家
○

37 大正7年 (1918) 11月8日
風の神の猛威◇生徒の患者千三百七◇十一人

内死亡者六人

橘樹郡内の各小学校の患者数の

統計
〇

38 大正7年 (1918) 11月8日
足柄下郡の流行性感冒＝小田原町は漸次恢復

＝
小田原町内、中学校 〇

39 大正7年 (1918) 11月9日
巡回診療始る＝市内四部落に対して＝県の救

護班二組派遣

県衛生課、横浜市内細民部落へ

恩賜救恤基金による救護班の組

織派遣

〇

40 大正7年 (1918) 11月9日 川崎署長感冒で殪る／佐野栄作氏逝 〇

41 大正7年 (1918) 11月9日 中郡の感冒予防
中郡各町村の各官署公衙小学校

教員、衛生組合
〇 〇 〇

42 大正7年 (1918) 11月9日 船越校の感冒◇患者は全校の半数
三浦郡、逗子小学校、浦賀・三

崎両校
〇

43 大正7年 (1918) 11月10日 感冒の床から 与謝野晶子寄稿 〇

44 大正7年 (1918) 11月10日
交番が臨時薬局／巡回診療の好成績／二日目

から誤解が解けた

県衛生課の救療班、横浜市内細

民四部落の救護
〇

45 大正7年 (1918) 11月10日 熱田丸の感冒◇提供船の火夫死亡す
シアトルより帰航中の日本郵船

熱田丸
〇

46 大正7年 (1918) 11月12日
更に細民救助策／巡回診療で発見した極貧者

／薬は貰へても粥も啜れぬ

県衛生課による救護班の巡回診

療。極貧者へ恩賜救恤基金から

分配金

〇

47 大正7年 (1918) 11月12日 秦野の感冒◇学校は二割以上欠勤 秦野地方各町村の小学校生徒 〇

48 大正7年 (1918) 11月13日
鉄窓を潜る風の神＝横浜監獄の感冒＝囚人三

名死す
横浜監獄 〇

49 大正7年 (1918) 11月14日 中郡感冒益々猖獗◇七小学校休校す 中郡内の七小学校、町役場 〇 〇

50 大正7年 (1918) 11月14日 感冒終息近し◇浦賀町に於ける 浦賀小学校、三崎町小学校 〇

51 大正7年 (1918) 11月14日 感冒漸く下火◇各校続々開校 横須賀市及三浦郡内、小学校 〇

52 大正7年 (1918) 11月15日 感冒に妬まる◇市俄古（シカゴ）丸引返す 大阪商船市俄古丸 〇

53 大正7年 (1918) 11月15日
中郡感冒猖獗／各校の停休校／当局の予防督

励

中郡内各小学校の届出患者数の

統計
〇

54 大正7年 (1918) 11月15日 感冒と半島◇休校と休校延期 三浦郡浦郷、初聲、逗子小学校 〇

55 大正7年 (1918) 11月16日
市内の感冒は漸く下火／流行時の死亡率は◇

昨年の三倍

横浜市衛生課による11/1～14ま

での横浜市内の死亡者数の調査

結果。火葬場の申込数、火葬数

56 大正7年 (1918) 11月16日
上海では西比利（シベリア）風＝腸胃を害し

て＝虎列拉（コレラ）と誤る
〇

57 大正7年 (1918) 11月16日 中郡各校感冒状況◇患者益々激増 中郡内各小学校 〇

58 大正7年 (1918) 11月16日 下郡の感冒患者 松田署の調査

59 大正7年 (1918) 11月26日
流行感冒の高橋貴院議員◇二十五日軽快に赴

く

鎌倉町由比ヶ浜別荘の貴族院議

員
〇

60 大正7年 (1918) 11月28日
鎌倉由比ヶ浜の高橋新男爵◇病床に御沙汰拝

受
男爵を授けられた貴族院議員 〇

61 大正7年 (1918) 12月3日
県下を舐め廻した西班牙（スペイン）風と工

場◇男工と女工とは孰が＝多く取付かれたか

県工場監督課による県内の54工

場での男女別罹病者数、侵入経

路の調査結果

〇

62 大正7年 (1918) 12月5日 感冒箱根に入る◇生徒二十五名に感染 箱根町内、小学校 〇

63 大正7年 (1918) 12月5日 市死亡率激増
横須賀市内の11月死亡者数、イ

ンフルエンザと肺炎

64 大正7年 (1918) 12月10日 児童感冒数◇下郡は全生徒の五割
足柄下郡内の小学校、高等女学

校、実業補習学校
〇

65 大正7年 (1918) 12月17日 世界風／海兵団を襲ひ／死亡三十余名 横須賀海兵団の新兵 〇
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66 大正7年 (1918) 12月18日
軍隊に悪性感冒／再び頭を擡げ始む／東北地

方連隊殊に甚し
陸軍各師団 〇

67 大正7年 (1918) 12月24日 世界風＝は其の威力に於て＝大戦争より甚し タイムズ紙の医事記者の話 〇

68 大正7年 (1918) 12月26日 中郡衛生展覧会／衛生思想の普及
中郡平塚、秦野、伊勢原で、ト

ラホーム・花柳病予防
〇

69 大正7年 (1918) 12月27日
議会開院式行幸／御取止仰出さる／御風気に

被渡らるるも／御軽微と拝承す

天皇陛下、至極軽微な御風気

（咽喉の痛み）
〇

70 大正8年 (1919) 1月24日 鎌倉師範／臨時休校／例の感冒再燃 神奈川県師範学校 〇

71 大正8年 (1919) 1月26日 悪性感冒再燃◇患者は肺炎併発 上郡松田地方 〇

72 大正8年 (1919) 1月28日
流行性感冒から来る／肺炎の死亡数◇横浜市

内の検案統計

横浜市内急性肺炎を併発して死

亡者（市役所内死体検案係が扱

う統計）

〇

73 大正8年 (1919) 1月30日 国府津の感冒／患者俄に増加 国府津 〇

74 大正8年 (1919) 2月1日 感冒益猖獗◇半月に五百名 下郡小田原署の調査結果 〇

75 大正8年 (1919) 2月2日 悪性感冒通牒
横浜市教育課が小学校学長へ予

防注意
○

76 大正8年 (1919) 2月4日 悪性感冒猖獗◇大磯町死亡率増加 大磯町 〇

77 大正8年 (1919) 2月6日
昨今の死亡率中／四割は感冒で死ぬ／捲土重

来の世界感冒／今度のは殊に悪性

横浜市死亡統計における肺炎と

感冒による死亡者数
〇

78 大正8年 (1919) 2月6日 ワクチン注射液＝希望者には＝無料注射す
本県衛生課、予防法の励行（5項

目が列挙されている）
〇

79 大正8年 (1919) 2月6日 下郡悪性感冒猖獗◇国府津校休校 足柄下郡 〇 〇

80 大正8年 (1919) 2月7日 市民警戒せよ／悪性感冒注意 横浜市 〇

81 大正8年 (1919) 2月7日
感冒愈々猖獗＝比較的児童に多し◇吾妻校は

学級休校
中郡地方 〇 〇

82 大正8年 (1919) 2月8日
悪性感冒流行に就て／家庭と学校へ注意／昨

日の小学校長会議から

横浜市小学校長会で校医が自

動、家庭、学校へ注意事項
〇 〇

83 大正8年 (1919) 2月8日
巡回診療の復活／県衛生課の感冒予防／昨七

日より直に着手す
横浜市内細民部落 〇 〇

84 大正8年 (1919) 2月8日 帝大三内科に／感冒室／看護婦の不足
帝大付属の三浦、入澤、稲田の

三内科
〇

85 大正8年 (1919) 2月8日
小田原付近／感冒患者千五百名／死亡者日々

続出／一般に予防励行
小田原町付近 〇

86 大正8年 (1919) 2月8日 吾妻村の感冒猖獗／死亡率平素の八倍 秦野地方 〇

87 大正8年 (1919) 2月8日 救済協会動く

医療受けられない人の救療資金

を配当。郡市当局に対し恩賜財

団済生会の救護普及を通牒

〇 〇

88 大正8年 (1919) 2月9日
遂に休校を出す／第三南吉田小学校五日間休

校／感冒児童四割五分に及ぶ
横浜市 〇 〇

89 大正8年 (1919) 2月9日 巡査の家族へ救療班／県下工場へ注意

横浜市内細民部落へ巡回診療。

県工場監督課から各工場主へ予

防心得書を送付。

〇 〇

90 大正8年 (1919) 2月9日 県庁の注射励行 〇

91 大正8年 (1919) 2月11日 市内小学校へ感冒注意／児童を通じて家庭へ

横浜市役所で全市小学校医会を

開催。13項目の注意事項を横浜

市内30項へ頒布

〇 〇

92 大正8年 (1919) 2月12日 世界感冒の新治療法発見さる ストックホルム来電 〇

93 大正8年 (1919) 2月13日
第二南吉田休校／今十三日より五日間／甚だ

しきは五分四迄罹病
〇 〇

94 大正8年 (1919) 2月13日 県の巡回／診療成績
県衛生課の救護班の横浜市内細

民部落の巡回診療
〇

95 大正8年 (1919) 2月14日
死亡率は減る／併し未だ未だ油断は／去三日

が最近の峠

横浜市内、2/1～12までの死者

総数と肺炎死亡者数の統計
〇 〇

96 大正8年 (1919) 2月14日 第一南吉田／一部休校／尋常六年女組
横浜市内各小学校が市へ届け出

た各校の生徒総数と患者数
〇 〇

97 大正8年 (1919) 2月14日 市吏員の予防マスク／昨十三日より実行 横浜市各課内執務中着用 〇 〇

98 大正8年 (1919) 2月14日
山縣公の容態／経過稍不良の如きも平井院長

大丈夫と語る／公御軫念に恐懼す

古稀庵（小田原市内の別荘）で

療養する山縣有朋の病状動向
〇

99 大正8年 (1919) 2月14日 一家悉く感冒／津久井の窪澤極の 津久井郡久保澤郵便局 〇
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100 大正8年 (1919) 2月14日 感冒愈々猖獗 鎌倉町 〇

101 大正8年 (1919) 2月15日 第三南吉田／臨時休校＝十四十五両日
気泡5校以外の横浜市内小学校の

生徒数と患者数
〇 〇

102 大正8年 (1919) 2月15日
医師は全く眼が廻る／流行る医者は一夜隔に

徹夜／売薬も平素の倍売れる
〇

103 大正8年 (1919) 2月15日 県農校愈休校／感冒猖獗の為 中郡平塚町県立農業学校 〇

104 大正8年 (1919) 2月16日
山縣公容態佳良／体温は次第に下り／引続き

前日と大差なし

古稀庵（小田原市内の別荘）で

療養する山縣有朋の病状動向
〇

105 大正8年 (1919) 2月16日 小学児童の感冒調査／十四日現在数
横浜市内の小学校の2/14現在の

在籍児童数、患者数
〇 〇

106 大正8年 (1919) 2月21日 第一南吉田／一部休校／女生徒中患者続出 第一南吉田小学校 〇 〇

107 大正8年 (1919) 2月21日 流行感冒北部浸潤／農校授業開始 〇

108 大正8年 (1919) 2月22日
瀕死者は死体扱／ケープタウンの世界感冒／

路上に死人が轉げて居る
最近南米から帰着した人の談話 〇

109 大正8年 (1919) 2月22日 感冒予防注射◇小田原町に於て 小田原町 〇 〇

110 大正8年 (1919) 2月22日
提供船の感冒＝高等海員九名死亡／遭難船仁

川丸＝船長等不日＝神戸着

（第一次世界大戦中の）米国へ

の提供船内での流行
〇

111 大正8年 (1919) 2月25日 感冒患者＝は幾分減った◇本月上半の統計
各市郡の2/15現在の患者数、死

亡数、1月～2/15までの死亡者
〇

112 大正8年 (1919) 2月25日 貧困者救療　県救済会の実費支給 県の救済協会による救療 〇

113 大正8年 (1919) 2月26日 感冒予防注射／一般希望者に施行 小田原町 〇 〇

114 大正8年 (1919) 2月27日 貧民感冒施療／下郡医師会に於て 足柄下郡 〇

115 大正8年 (1919) 2月27日 感冒は下火　鎌倉地方 鎌倉地方 〇

116 大正8年 (1919) 2月28日 悪性感冒は下火／極貧者へ救助金 中郡吾妻村地方 〇

117 大正8年 (1919) 2月28日 同情すべき一家／髪を切って粥に代ゆ 〇

118 大正8年 (1919) 12月15日
流行性感冒が猖獗になれば／活動と＝芝居は

直ちに閉場させる

北里研究所の志賀博士曰く、内

務省尾と警視庁では群衆の雑踏

する営業は停止

〇

119 大正8年 (1919) 12月17日
感冒軍港に猖獗／横須賀在港艦に流行し／陸

上を襲はんとす
在泊の巨艦に多い殊に戦艦金剛 〇

120 大正8年 (1919) 12月17日 全国初年兵に／感冒患者＝が三分の二以上 近衛師団はじめ全国師団 〇

121 大正8年 (1919) 12月17日 本郷小学校の流行性感冒＝罹病者七十余名 鎌倉郡本郷小学校 〇

122 大正8年 (1919) 12月19日
鎮守府全員に覆口具(マスク)＝を当てシム／

流感漸く猖獗

横須賀軍港。横須賀海軍病院の

収容患者数、死亡者
〇 〇

123 大正8年 (1919) 12月23日
軍港の感冒／益々猖獗＝赤十字の応援を仰ぎ

／病院の大混乱

横須賀海軍病院、陸軍衛戍病

院、予防注射
〇 〇

124 大正8年 (1919) 12月24日
市内の流行感冒患者＝千百二十八名／内死亡

八名

市の予防心得書を各町衛生組

合・学校へ配布
〇 〇

125 大正8年 (1919) 12月24日 軍港の感冒愈猖獗＝奥宮市長も犯さる
横須賀鎮守府参謀長、横須賀市

長が罹病。海兵団内の将校
〇 〇 〇

126 大正8年 (1919) 12月27日
例の流行性感冒／市内に侵入す／未だ差した

ることもないが／注射して置くに限る

保土ヶ谷の富士瓦斯紡績で300

名の患者と数名の死者
〇 〇 〇

127 大正8年 (1919) 12月27日
応援の／看護婦＝も遂に罹病す／横須賀の感

冒

海兵団軍医、日本赤十字社横浜

支部の看護婦危篤。市民の多く

が覆口具(マスク)

〇 〇 〇

128 大正9年 (1920) 1月6日
正月になって風引が多い／外出頻繁の為めと

夜更しの結果
〇

129 大正9年 (1920) 1月8日 小田原地方の感冒麻疹／猖獗を極む
小田原及び付近町村、県の防疫

官を小田原緑町へ派遣
〇

130 大正9年 (1920) 1月8日 鎌倉町の感冒予防注射
鎌倉へ防疫官出張し予防注射を

行う
〇

131 大正9年 (1920) 1月11日
流行感冒は前年より死亡率が高い／全国の患

者三万八千人／内五百三十人死亡
〇

132 大正9年 (1920) 1月11日
当市にても猖獗の兆／万一続発すれば伝染病

院へ／収容の準備中

横浜市、各衛生組合へ予防注

意。
〇

133 大正9年 (1920) 1月11日 大磯感冒猖獗 湘南大磯地方 〇

134 大正9年 (1920) 1月12日 陸軍の流感／予防に拘らず猖獗 〇

135 大正9年 (1920) 1月12日
正月早々から／火葬場の繁昌／流行感冒と久

保山の賑ひ／昨日迄に新佛百三十七人
〇
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136 大正9年 (1920) 1月13日 船客にも／注射励行／西比利丸へ出張して 〇

137 大正9年 (1920) 1月13日

注射すると為ぬとは／歴然たる差異が／死亡

率と治療日数の上にある／県のワクチン製造

は晝夜兼行

〇

138 大正9年 (1920) 1月13日 平塚町に流感蔓延の兆／死亡者数名を出す 中郡平塚町 〇

139 大正9年 (1920) 1月14日 豊田の流感／猖獗を極む 鎌倉郡豊田村 〇

140 大正9年 (1920) 1月14日
毎日二千人宛／ワクチン注射／町令で覆口使

用

川崎町所在の諸官衙員、小学校

職員、生徒、町民、各工場職工

等

〇 〇

141 大正9年 (1920) 1月15日
内相より庁府県に／感冒予防に訓令／曩年の

流行を再びせんか／其影響寒心に堪へず
訓令6項目を含む 〇 〇

142 大正9年 (1920) 1月16日
学校生徒に／マスク／を奨励せよと／文部次

官通牒
〇 〇

143 大正9年 (1920) 1月16日 児童に流感／予防注射施行 横須賀市教育課 〇 〇 〇

144 大正9年 (1920) 1月16日 流感の悲劇／女房鉄道自殺を遂ぐ 鎌倉郡小坂村 〇

145 大正9年 (1920) 1月17日
本県患者は発生以来／一万二千余名／本年に

入って約六千名中／死亡者百四名を出す
〇

146 大正9年 (1920) 1月17日
活動で予防宣伝／本県のワクチン注射奨励と

パイフエル菌の実効力

各劇場、活動写真館、寄席、電

車内等に心得書を掲示／趣旨を

活動写真幻燈等に写して各活動

写真館の休憩時間に映写せしめ

る

〇

147 大正9年 (1920) 1月17日
流感漸く猖獗／明日より予防注射す／死亡率

増す
横須賀市内 〇 〇

148 大正9年 (1920) 1月18日
流感と女学校／予防励行と職員の注意で／各

校共に患者は少ない
平沼の女子師範と高等女学校 〇

149 大正9年 (1920) 1月19日

流行感冒で沈黙した横浜市／目に立て減った

寒詣り／芝居、活動も大打撃／銀行会社も欠

勤だらけ

〇

150 大正9年 (1920) 1月19日 郵船支店長逝く／深野志磨氏の訃報 日本郵船会社横浜支店長 〇

151 大正9年 (1920) 1月20日 大磯在の流感猖獗／一家全滅さへあり 中郡大磯在大野村 〇

152 大正9年 (1920) 1月21日

流行感冒の死亡者／一日に六十五名／一昨十

九日は記録を破る／此の勢で進めば四月迄に

一万人が死ぬ

神奈川県における1月19日の死

亡者数と流感死亡数を大正6年か

ら同9年まで比較

〇

153 大正9年 (1920) 1月21日
市内学校の／注射児童／九千八百六十八人／

覆口(マスク)二萬人
横浜市 〇 〇

154 大正9年 (1920) 1月21日 流感漸く猖獗し／予防注射の手揃ふ 横須賀市 〇 〇

155 大正9年 (1920) 1月21日 酸鼻を極めた流感の一家／大小三柩を一斉に 横須賀市 〇

156 大正9年 (1920) 1月22日

淳宮殿下／流感に罹られ／御注意申上ぐべき

御容態／去十五日幼年校にて御発病／昨朝御

体温三十八度八分

〇

157 大正9年 (1920) 1月22日

県の済生会で／市内にマスク宣伝／工業校と

八女学校で製作し／赤十字社婦人会の手で／

強制的に実費売出し

済生会神奈川県病院が予防注射

マスクの製作・実費販売
〇 〇

158 大正9年 (1920) 1月22日
流感死亡率／劇増／市民の懼ろしがらぬは不

思議千萬
横須賀市 〇

159 大正9年 (1920) 1月22日 流感猖獗を極め／児童／一部停学 中郡大野村 〇

160 大正9年 (1920) 1月23日 淳宮御容体／御佳良／御体温は漸次降下す 〇

161 大正9年 (1920) 1月23日 小学生徒の欠席数／流行感冒と幼稚園の警戒 横浜市内各小学校 〇 〇

162 大正9年 (1920) 1月23日 松田署の流感予防宣伝 足柄上郡内 〇 〇

163 大正9年 (1920) 1月23日 下郡の流感／各町村患者増加 足柄下郡 〇

164 大正9年 (1920) 1月23日 中郡の流感／又復児童停学 中郡大磯 〇 〇

165 大正9年 (1920) 1月23日 小学児童壮健／山田視学は語る 中郡 〇 〇

166 大正9年 (1920) 1月23日 筑郡流感猖獗／重軽症五割を超ゆ 都筑郡 〇

167 大正9年 (1920) 1月23日 流感猖獗／高座郡南部の罹病者 藤沢署所轄の高座各町村 〇

168 大正9年 (1920) 1月24日
昨朝は御気先／御宜しく／御食事も進ませら

る／淳宮御容態
〇

169 大正9年 (1920) 1月24日 秦野の流感／専売支局に欠勤者多し 秦野地方 〇

170 大正9年 (1920) 1月24日 伊勢原地方の流感猖獗／罹病者百八十七名 中郡伊勢原警察署管内 〇
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171 大正9年 (1920) 1月24日 流感予防宣伝／大川■分署長 高座郡北部地方 〇

172 大正9年 (1920) 1月24日 旭村に流感続発 中郡 〇

173 大正9年 (1920) 1月25日 淳宮御快方／御気先よく御変なし 〇

174 大正9年 (1920) 1月25日

萬治病院開放／昨日より感冒患者収容／児童

の発病多き小学校では／向ふ一週間授業三時

間を短縮

〇 〇

175 大正9年 (1920) 1月25日

流行感冒の死亡は／保険会社には／未だ余り

響いてこないが／影響は今後だと云はる／簡

易保険も略同様

〇

176 大正9年 (1920) 1月25日 内務省の流感予防ビラ 「手当が早ければ直ぐ治る」 〇 〇

177 大正9年 (1920) 1月25日 死の恐怖 与謝野晶子寄稿 〇

178 大正9年 (1920) 1月25日
流感と妊婦／妊婦は抵抗力が弱って居るから

／冒され易くもあり／罹れば直ぐ肺炎に成る
〇

179 大正9年 (1920) 1月25日 〔一コマ漫画〕 〇

180 大正9年 (1920) 1月25日

看護婦を／急造して／困惑する患家に応需／

流感益猖獗／経験の婦人起つて…／高橋病院

長談

横須賀市 〇 〇

181 大正9年 (1920) 1月25日 都筑郡の／流感悲劇 都筑郡 〇

182 大正9年 (1920) 1月27日
淳宮漸次／御快癒／御食気も／御良好に伺い

奉る
〇

183 大正9年 (1920) 1月27日
流感今や／八十万人／死亡者二万一千人／最

後の手段は？
〇

184 大正9年 (1920) 1月27日 米国感冒警告／軍医より 〇

185 大正9年 (1920) 1月27日
萬治病院は／本日から／一般流感患者を／実

費で収容す
横浜市内 〇 〇

186 大正9年 (1920) 1月27日
小学校へ再注意／児童患者三千九百名／二校

より死者三名を出す

1/26現在の横浜市内小学校の在

籍児童数と患者数
〇 〇

187 大正9年 (1920) 1月27日 昨年よりも／死亡率多し 横須賀市 〇

188 大正9年 (1920) 1月27日 監獄を襲ふ／流行感冒猖獗 小田原地方 〇

189 大正9年 (1920) 1月27日 中郡の流感／益々猖獗 大磯警察署管内 〇

190 大正9年 (1920) 1月27日 平塚町の流感／相紡女工四十名罹病
平塚町庁、予防液供給方依頼の

為め県庁に出頭
〇 〇

191 大正9年 (1920) 1月28日
淳宮御転地／御全快後小田原へ／近く御床払

ひ
〇

192 大正9年 (1920) 1月28日
配布したワクチン液は／二十三万人分／注射

は治療にも卓効／死亡率は四分の一強
北野県衛生課長 〇

193 大正9年 (1920) 1月28日
亡者殺到の／火葬場も晝夜兼行で／漸く緩和

された
横浜市内の火葬場 〇 〇

194 大正9年 (1920) 1月28日
学童に家庭用マスク／を簡易に製作さす／校

長会議開催
横須賀市教育課 〇 〇 〇

195 大正9年 (1920) 1月28日 流感で盲校休校 中郡金目村私立盲人学校 〇 〇

196 大正9年 (1920) 1月29日
全市小学校／流感予防の為め始業時間を午前

十時とす
横浜市内小学校 〇 〇

197 大正9年 (1920) 1月29日
流感に祟られし／悲惨なる一家／病褥に夫の

死体を眺む
横浜市内南太田町 〇

198 大正9年 (1920) 1月29日
マスク奨励の為／婦人連の活動を要求の計画

／学童製作理由

高等女学校、将校婦人会、篤志

看護婦婦人会
〇 〇

199 大正9年 (1920) 1月29日 麻溝校の流感 高座郡麻溝小学校 〇 〇

200 大正9年 (1920) 1月29日 流感予防注射 中郡平塚町 〇

201 大正9年 (1920) 1月29日 流感の悲劇 都筑郡新治村 〇

202 大正9年 (1920) 1月30日
流行性感冒から／看護婦の値上／横浜は料金

が安い為め／ドシドシ東京へ取られる

横浜市内の看護婦同志倶楽部、

流行性感冒患者の看護料
〇 〇

203 大正9年 (1920) 1月30日 流感の惨状／同情すべき駐在巡査 三浦郡逗子町 〇

204 大正9年 (1920) 1月30日 下郡の流感／尚猖獗を極む 足柄下郡 〇

205 大正9年 (1920) 1月30日 流感を悲観して／自殺す 橘樹郡田島村 〇

206 大正9年 (1920) 1月31日

小学児童の流感患者は／増加の傾向あり／

減った学校より増えた方が多い／児童総数の

七分九厘

横浜市内の小学児童の1/26現在

と1/29現在での患者増加数
〇 〇

207 大正9年 (1920) 1月31日 馬の流感／昨年も流行して軍馬は祟られた 陸軍の騎兵砲兵連隊 〇
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208 大正9年 (1920) 1月31日 注射施行 横須賀市 〇 〇

209 大正9年 (1920) 1月31日 流感患者へ同情金 藤沢町素封家 〇 〇

210 大正9年 (1920) 1月31日 大磯地方の流感 大磯警察署管内 〇

211 大正9年 (1920) 2月1日
死亡率は／異例なり／ニ〇五パアセント／流

感益々悪化
横浜市内 〇

212 大正9年 (1920) 2月1日 萬治収容の流感患者十一名／重患者のみ 横浜市萬治病院 〇 〇

213 大正9年 (1920) 2月1日
磯子小学校／休校す／児童の流感四割強／校

内消毒
横浜市磯子小学校 〇 〇

214 大正9年 (1920) 2月1日
活動写真館や芝居の／混濁した空気／保安課

の炭酸瓦斯調査／百分三十になると窒息する
〇 〇

215 大正9年 (1920) 2月1日 流感と共同便所／近く大々的に清潔法開始 横浜市 〇 〇

216 大正9年 (1920) 2月2日
牛乳の値が上る／肉牛騰貴で乳牛も減り／流

行感冒で需要激増／依て型の如く値上の相談
横浜市 〇 〇

217 大正9年 (1920) 2月2日 流感一家五名を全滅す／逗子町駐在の巡査 県下逗子町 〇

218 大正9年 (1920) 2月3日 平塚の流感／相紡従業員の恐慌 平塚町の相模紡績会社工場 〇 〇

219 大正9年 (1920) 2月3日 大磯地方流感／各町村患者を出す 中郡大磯地方 〇

220 大正9年 (1920) 2月3日 寒川の流感猖獗 高座郡寒川村 〇

221 大正9年 (1920) 2月3日 学童注射 横須賀市 〇 〇 〇

222 大正9年 (1920) 2月3日 三浦郡の流感 三浦郡 〇

223 大正9年 (1920) 2月4日 上郡流感再燃／近く町民に予防注射 足利上郡内 〇 〇

224 大正9年 (1920) 2月4日
都筑の流感／益々猖獗／上麻生分校幷に補習

校／遂に休校す
都筑郡 〇

225 大正9年 (1920) 2月5日
流感巡回診療／三日から全市に亘り／市の細

民患家歴訪開始／昨今稍々下火となる

横浜市、県の助成を受けて巡回

診療班を組織
〇 〇

226 大正9年 (1920) 2月5日 高北流感数
高座郡北部諸村の患者数と死亡

数
〇 〇

227 大正9年 (1920) 2月5日 流感予防に活弁を利用
川崎署長大川氏が予防を弁士に

説明させる
〇 〇

228 大正9年 (1920) 2月6日 診療班の手に救はるる／不幸の人々 横浜市内巡回診療班 〇

229 大正9年 (1920) 2月6日
郡部へも巡回施療／県衛生課の手に／近々開

始

市と郡部の2/3と累計の患者数

と死亡数
〇 〇

230 大正9年 (1920) 2月6日 流感から自殺 加賀町 〇

231 大正9年 (1920) 2月6日
流感は下火だが死亡率は多い／五割強に上り

一日七名に達した
小田原町 〇

232 大正9年 (1920) 2月6日 看護婦の払底／大半は素人／徽章は有名無実 小田原町 〇 〇

233 大正9年 (1920) 2月6日 高北流感現況 高座郡北部 〇

234 大正9年 (1920) 2月7日
流感千五百／学生は比較的少なし／小田原は

三百余名
小田原地方 〇 〇

235 大正9年 (1920) 2月7日 上郡の流感 足柄上郡内 〇

236 大正9年 (1920) 2月7日 秦野流感猖獗／一月以来死亡二十七名 秦野 〇

237 大正9年 (1920) 2月7日 高北流感減退 高座郡南部 〇

238 大正9年 (1920) 2月8日
折角開放の萬治病院／名を嫌ってか／入院者

少なし
横浜市内 〇 〇

239 大正9年 (1920) 2月8日

東京から抗議が出て／看護婦料の引下／横浜

より高いのは東京一部の病院丈け／ふつうは

横浜より安い

東京看護婦組合の代表者が警視

庁の衛生部長に申請。神奈川県

の衛生課長を訪問。

〇

240 大正9年 (1920) 2月10日 流感救護隊／四部を大磯署に置く 中郡 〇

241 大正9年 (1920) 2月10日 都筑の流感 都筑郡 〇

242 大正9年 (1920) 2月11日 平塚流感下火／相紡会社は三十七名 中郡平塚町 〇 〇

243 大正9年 (1920) 2月11日
悲惨なる一家／三人流感に斃れ／五人病床に

飢ゆ
高座郡田名村 〇

244 大正9年 (1920) 2月11日
感ずべき少年／寒中水垢離をとって父母の流

感を全治さす
鎌倉郡川口村 〇

245 大正9年 (1920) 2月14日 高北流感猖獗／田名村の惨話 高座郡北部 〇

246 大正9年 (1920) 2月14日 都筑小学校流感統計 都筑郡各小学校 〇 〇

247 大正9年 (1920) 2月14日 三浦小学校流感数 三浦郡各小学校 〇 〇

248 大正9年 (1920) 2月19日 土澤流感再燃／県救護班の活動 中郡土澤村 〇

249 大正9年 (1920) 2月19日 悲惨なる一家 高座郡座間村 〇

250 大正9年 (1920) 2月19日 救護班に救はる 高座郡新磯村 〇 〇
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251 大正9年 (1920) 2月20日
流感漸く終熄す／県下患者総数五万三千四百

五十人／死亡者二千百五十三人
横浜市、横須賀市、郡部 〇

252 大正9年 (1920) 2月20日
流感須雲川へ／救護班員困難し防疫吏員倒れ

る
箱根畑宿部落 〇 〇

253 大正9年 (1920) 2月20日 中郡の流感／救護を要する者多し 中郡土澤村 〇 〇

254 大正9年 (1920) 2月21日 流感終熄近し／伊勢原署管内の 中郡伊勢原署 〇

255 大正9年 (1920) 2月28日 流感患者救護 足柄上郡川村山北 〇 〇

256 大正9年 (1920) 2月28日 流感漸く減少 川崎警察署管内 〇

257 大正9年 (1920) 2月29日 上郡の流感終熄 足柄上郡内 〇


